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は
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め
に

　

河
南
省
安
陽
市
の
西
北
約
一
五
㎞
の
安
陽
県
安
豊
郷
西
高
穴
村
で
発
掘
さ
れ

た
西
高
穴
二
号
墓
は
、
曹
操
高
陵
で
は
な
い
か
、
と
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
発
掘
当
初

は
、
西
高
穴
二
号
墓
を
曹
操
高
陵
に
比
定
す
る
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
の
見

解
に
対
し
て
疑
義
も
提
出
さ
れ
て
い
た
が
）
2
（

、
発
掘
調
査
が
進
展
す
る
と
共
に
、

曹
操
高
陵
で
あ
る
可
能
性
は
高
ま
っ
て
き
た
）
3
（

。
日
本
か
ら
発
掘
に
参
加
し
て
い

る
佐
々
木
正
治
は
、
注
目
す
べ
き
三
つ
の
新
知
見
を
報
告
し
て
い
る
）
4
（

。
第
一
に
、

西
高
穴
二
号
墓
の
北
側
に
位
置
す
る
一
号
墓
は
、
墓
坑
以
外
何
も
残
っ
て
い
な

い
。
す
な
わ
ち
、
造
営
途
中
で
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
陵
園
は
平

面
長
方
形
で
、
南
北
幅
六
十
八
ｍ
、
南
壁
残
長
百
十
ｍ
、
北
壁
残
長
百
ｍ
と
い

う
規
模
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
陵
園
全
体
は
東
向
き
で
、
曹
操
宗
族
墓
と
同
じ

で
あ
り
、
一
号
墓
・
二
号
墓
と
も
に
、
墓
室
か
ら
東
へ
墓
道
が
延
び
、
そ
の
延

長
上
の
土
壁
部
分
は
途
切
れ
て
い
て
門
址
が
あ
る
。
そ
し
て
、
墓
葬
西
側
に
陪

葬
墓
が
少
な
く
と
も
一
基
は
あ
る
こ
と
。
第
三
は
、
二
号
墓
に
お
い
て
二
つ
の

埋
葬
時
期
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
曹
操

去
当
時
の
地
面

に
墓
坑
と
墓
道
と
磬
形
柱
穴
が
掘
ら
れ
、
墓
坑
内
に
は
磚
で
墓
室
が
構
築
さ
れ

た
の
ち
、
版
築
に
よ
り
墓
坑
・
墓
道
が
埋
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
版
築
に
よ
り
基

壇
が
築
か
れ
る
。
こ
れ
が
第
一
次
埋
葬
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
基
壇
面
に
階
段

状
の
側
壁
を
も
つ
幅
広
の
墓
道
と
長
方
形
柱
穴
が
、
墓
門
位
置
ま
で
掘
ら
れ
、

最
終
的
に
版
築
に
よ
り
墓
道
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
佐
々
木

は
、
二
回
目
の
墓
道
が
、
后
妃
で
あ
る
卞
氏
を
埋
葬
し
た
際
に
造
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
す
る
。
首
肯
し
得
る
見
解
と
言
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
考
古
学
的
な
西
高
穴
二
号
墓
の
調
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
生
ず
る

疑
問
は
、
二
号
墓
と
並
列
に
造
ら
れ
た
一
号
墓
が
、
途
中
で
放
棄
さ
れ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
合

と
は
ど
の
よ
う
に

行
う
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
本
稿
は
、
西
高

穴
一
号
墓
が
、
誰
の
た
め
に
造
ら
れ
、
な
ぜ
放
棄
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題

を
鄭
玄
の
經
學
と
の
関
わ
り
か
ら
論
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
西
高
穴
一
号
墓
が
造

鄭
玄
の
經
學
と
西
高
穴
一
号
墓

渡　

邉　

義　

浩



五
八

成
途
中
で
放
棄
さ
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
二
号
墓
が
曹
操
高
陵

で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
合

の
諸
類
型

　

西
高
穴
一
号
墓
が
放
棄
さ
れ
た
理
由
を
考
え
る
た
め
、
漢
代
に
お
け
る
皇
后

陵
・
王
后
墓
の
あ
り
方
を
皇
帝
陵
・
王
墓
と
の
合

と
い
う
視
座
よ
り
検
討
す

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　

長
安
の
近
郊
に
広
が
る
前
漢
時
代
の
皇
后
陵
は
、
皇
帝
陵
を
守
る
陵
邑
と
共

に
、
皇
帝
陵
の
傍
ら
に
造
営
し
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
複
数
の

皇
后
陵
が
現
存
し
て
い
る
）
5
（

。
皇
帝
と
皇
后
が
そ
れ
ぞ
れ
陵
を
持
ち
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
「
合

」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、『
史
記
集
解
』
に
引
用
さ
れ
る
『
關

中
記
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
崔
）

 

案
ず
る
に
、「
關
中
記
に
云
ふ
、『
高
祖
の
陵
は
西
に
在
り
、

呂
后
の
陵
は
東
に
在
る
。
漢
の
帝
・
后 

塋
を
同
に
す
れ
ば
則
ち
合

と

爲
す
も
、
陵
を
合
は
せ
ざ
る
な
り
。
諸
陵
も
皆 

此
の
如
し
』
と
）
6
（

」。

　
「
陵
を
合
は
」
せ
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
合

と
称
す
る
の
は
、「
塋
」
を
共
に

す
る
た
め
で
あ
る
。
塋
と
は
、「
冢
域
」
の
こ
と
で
（『
漢
書
』
卷
十
一 

哀
帝

紀
引
顏
師
古
注
）、
前
漢
の
皇
帝
と
皇
后
は
、「
冢
域
」（
兆
域
）
を
共
に
す
る

空
間
に
異
墳
異
穴
の
「
合

」
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
前
漢
時
代
の
王
后
墓
を
検
討
し
よ
う
。
一
九
六
八
年
、
河
北
省
満

城
県
陵
山
で
発
見
さ
れ
た
満
城
漢
墓
一
号
墓
は
、
三
国
蜀
漢
の
建
国
者
劉
備
が

自
ら
の
祖
先
と
唱
え
た
中
山
靖
王
劉
勝
の
墓
で
あ
る
。
武
帝
の
元
鼎
四
（
前
一

一
三
）
年
に
没
し
た
劉
勝
は
、
金
鏤
玉
衣
に
身
を
包
ま
れ
て
発
見
さ
れ
た
。
二

号
墓
が
、
妻
の
竇
綰
の
墓
で
あ
り
、
二
基
の
横
穴
式
の
崖
墓
が
約
一
〇
〇
ｍ
の

間
隔
を
置
い
て
並
列
す
る
異
穴
の
合

墓
と
な
っ
て
い
る
）
7
（

。
ま
た
、
一
九
七
四

〜
七
五
年
、
河
北
省
北
京
豊
台
区
大
葆
台
で
発
見
さ
れ
た
大
葆
台
漢
墓
一
号
墓

は
、
黃
腸
題
湊
で
有
名
で
あ
る
が
、
昭
帝
の
元
鳳
元
（
前
八
〇
）
年
に
没
し
た

燕
王
劉
旦
の
墓
で
あ
る
。
二
号
墓
が
、
妻
の
華
容
夫
人
の
墓
で
あ
り
、
二
基
の

横
穴
式
の
木
室
墓
が
二
六
．
五
ｍ
の
間
隔
を
置
い
て
東
西
に
並
列
す
る
異
穴
の

合

墓
で
あ
る
）
8
（

。
皇
后
陵
の
よ
う
に
明
確
に
墳
丘
を
異
に
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

前
漢
時
代
の
王
后
は
、
異
穴
の
「
合

」
を
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

前
漢
時
代
の
合

が
異
穴
で
あ
る
の
は
、
墓
の
構
造
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
一
九
七
二
年
、
湖
南
省
長
沙
市
で
発
見
さ
れ
た
馬
王
堆
漢
墓
は
、
三

号
墓
か
ら
出
土
し
た
帛
書
で
有
名
で
あ
る
が
、
王
墓
で
は
な
く
、
呂
后
二
（
前

一
八
六
）
年
に
没
し
た
長
沙
国
丞
相
の
利
蒼
と
そ
の
妻
子
の
墓
で
あ
る
。
一
号

墓
よ
り
出
土
し
た
妻
の
辛
追
の
遺
体
は
、
発
見
時
に
な
お
生
け
る
が
如
き
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
七
〜
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
垂
直
に
掘
り
下
げ
ら
れ
た
竪
穴
に

棺
を
置
き
、
そ
の
上
に
５
ト
ン
に
も
及
ぶ
木
炭
を
積
み
上
げ
て
外
気
と
の
接
触

を
遮
断
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
）
9
（

。
こ
う
し
た
竪
穴
墓
は
、
構
造
上
、
遺
体
を
追

葬
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
同
時
に
死
去
し
な
い
限
り
同
穴
の
合

を
行
う
こ
と

は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
大
葆
台
漢
墓
に
見
ら
れ
る
、
約
九
〇
㎝
角
の
柏
こ
の
て
が
し
わの
木

口
を
内
に
向
け
て
一
万
本
以
上
も
積
み
重
ね
て
造
る
黃
腸
題
湊
も
、
墓
室
の
上

を
白
膏
泥
と
木
炭
に
よ
り
密
閉
し
て
い
る
）
10
（

。
遺
体
を
追
葬
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
前
漢
後
期
よ
り
、
黃
腸
題
湊
の
代
わ
り
に
、
羅
振
玉
が
「
黃

腸
石
」
と
名
付
け
た
方
形
の
石
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
）
11
（

、
石
や
磚
に
よ
り

横
穴
の
墓
室
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
度
埋
葬
し
た
後

で
も
、
遺
体
を
追
葬
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
後
漢
時
代
に
は
同
穴
合

が

普
及
し
て
い
く
）
12
（

。

　
『
後
漢
書
』
本
紀
十 
皇
后
紀
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
皇
后
は
皇
帝
と
合

さ
れ

て
い
る
）
13
（

。
洛
陽
の
郊
外
に
は
、
後
漢
の
皇
帝
陵
が
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
淸
の

乾
隆
年
間
に
龔
崧
林
が
比
定
し
た
十
一
陵
に
は
根
拠
が
な
い
。
現
在
、
北
（
邙

山
）
に
五
陵
、
南
（
万
安
山
麓
）
に
六
陵
の
皇
帝
陵
が
調
査
さ
れ
て
い
る
が
）
14
（

、

そ
の
際
、
皇
后
陵
の
存
在
は
棚
上
げ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
）
15
（

。

　

か
つ
て
太
田
侑
子
は
、
後
漢
は
皇
帝
の
陵
墓
内
に
皇
后
を
合

し
た
と
推
定

さ
れ
、
ま
た
、
諸
侯
王
の
陵
墓
に
お
い
て
も
皇
帝
陵
と
同
様
の
展
開
が
み
ら
れ

る
、
と
し
た
）
16
（

。
そ
の
論
拠
は
、
民
間
に
お
け
る
同
穴
合

墓
の
広
が
り
に
置
か

れ
た
が
、
調
査
の
進
展
し
た
後
漢
の
諸
侯
王
墓
を
見
る
限
り
、
そ
の
推
定
は
正

確
で
は
な
い
。

　

近
年
に
お
け
る
後
漢
の
諸
侯
王
墓
の
調
査
を
ま
と
め
た
劉
尊
志
に
よ
れ
ば
）
17
（

、

現
在
発
掘
さ
れ
て
い
る
後
漢
の
諸
侯
王
の
合

は
、
異
墳
異
穴
の
下

王
と
そ

の
王
后
墓
（
以
下
、
王
后
墓
を
略
）、
同
墳
異
穴
の
彭
城
王
墓
・
陳
傾
王
劉
崇
墓
、

同
穴
異
室
の
中
山
穆
王
劉
暢
墓
・
琅
邪
王
墓
・
廣
陵
思
王
劉
荊
墓
、
同
穴
同
室

の
中
山
簡
王
劉
焉
墓
の
四
種
七
基
が
あ
る
。
そ
の
合

方
法
は
、
異
穴
（
三
基
）

と
同
穴
（
四
基
）
と
が
拮
抗
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
時
期
的
・
地
域
的
な
偏
差

も
認
め
ら
れ
な
い
。
後
漢
の
王
墓
の
合

様
式
は
、
多
様
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。

　

曹
操
高
陵
に
比
定
さ
れ
て
い
る
西
高
穴
二
号
墓
か
ら
は
、
陶
鼎
が
十
二
件
発

見
さ
れ
て
お
り
、『
後
漢
書
』
禮
儀
志
に
、「
瓦
鼎
十
二
」
と
記
さ
れ
る
天
子
の

明
器
に
等
し
い
。
ま
た
、
石
壁
の
直
径
・
石
圭
の
長
さ
は
と
も
に
二
八
㎝
で
あ

り
、『
周
禮
』
考
工
記 

玉
人
に
、「
玉
人
の
事
。
鎭
圭 

尺
有
二
寸
、
天
子 

之

を
守
る
」
と
あ
る
天
子
の
禮
制
に
同
じ
で
あ
る
（
注
（
一
）
所
掲
著
書
を
参
照
）。

曹
操
は
武
王
と
し
て
埋
葬
さ
れ
た
と
は
い
え
、
実
権
は
天
子
を
凌
い
で
お
り
、

そ
の
陵
墓
は
王
墓
よ
り
も
皇
帝
陵
と
比
べ
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
後
漢
の
皇
帝
陵
の
調
査
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、
比
較
は
不

可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
献
資
料
に
よ
り
、
後
漢
の
皇
帝
と
皇
后
の
合

に

つ
い
て
探
っ
て
い
こ
う
。

二
、
經
學
に
お
け
る
合

の
解
釈

　

後
漢
の
年
間
定
例
祭
祀
と
葬
儀
規
定
を
記
し
た
『
後
漢
書
』
禮
儀
志
は
、
合

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

合　

す
る
に
、
羨
道 

開
通
し
、
皇
帝
は
便
房
に
謁
す
。
太
常
は
導
き
て

羨
道
に
至
り
、

を
去
り
、
中
常
侍
は
受
く
。
柩
の
前
に
至
り
、
謁
し
、

伏
し
哭
き
止
む
こ
と
儀
の
如
く
す
。
辭
す
る
に
、
太
常
は
道
出
し
、
中
常

侍
は

を
授
け
、
車
輿
に
升
り
て
宮
に
歸
る
。
已
に
下
り
、
反
り
て
虞
す

る
に
主
を
立
つ
る
こ
と
禮
の
如
く
す
。
諸
〻
の
郊
廟
の
祭
服
は
皆 

便
房

に
下
す
。
五
時
の
朝
服 

各
〻
一
襲
は
陵
寢
に
在
り
、
其
の
餘
及
び
宴
服



六
〇

は
皆 

封
ず
る
に
篋
笥
を
以
て
し
、
宮
殿
の
後
ろ
の
閤
室
に
藏
す
）
18
（

。

　

禮
儀
志
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
皇
帝
は
、
先
帝
に
皇
太
后
を
合

す
る
と
き
に
、

羨
道
を
開
き
、
先
帝
の
柩
の
前
に
至
っ
て
、
謁
し
て
哭
泣
を
す
る
。
そ
の
際
、

皇
太
后
の
棺
を
そ
の
ま
ま
先
帝
の
石
室
に
埋
葬
す
れ
ば
同
穴
合

で
あ
る
。
し

か
し
、
皇
太
后
を
異
穴
に
合

す
る
こ
と
を
先
帝
に
報
告
し
、
皇
太
后
の
崩
御

を
傷
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
穴
合

と
な
る
。
禮
儀
志
の
記
述
だ
け
で
は
、

こ
れ
が
同
穴
・
異
穴
の
い
ず
れ
の
合

で
あ
る
か
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
19
（

。

　

後
漢
時
代
に
お
け
る
皇
帝
と
皇
后
の
同
穴
合

を
主
張
す
る
注（
一
六
）所
掲

太
田
論
文
が
論
拠
と
す
る
の
は
、
後
漢
末
、
董
卓
が
靈
帝
の

陵
を
略
奪
し
た

こ
と
を
伝
え
る
次
の
資
料
で
あ
る
。

是
の
時
、
洛
中
の
貴
戚
、
室
第 

相 

望
み
、
金
帛
財
產
、
家
家
に
殷
ん
に

積
む
。（

）
卓 

縱
に
兵
士
を
放
ち
て
、
其
の
廬
舍
を
突
き
、
婦
女
を
淫

略
し
、
資
物
を
剽
虜
し
、
之
を
搜
牢
と
謂
ふ
。
人
の
情 
崩
れ
恐
れ
、
朝

夕
を
保
せ
ず
。
何
后
を　

り
、
文
陵
を
開
く
に
及
び
、
卓 
悉
く
藏
中
の

珍
物
を
取
る
。
又 

公
主
を
姦
亂
し
、
宮
人
を
妻
略
し
、
虐
刑
濫
罰
も
て
、

睚
眦
だ
に
必
ず
死こ
ろ

す
。
羣
僚
內
外
、
能
く
自
ら
固
す
る
こ
と
莫
し
）
20
（

。

　

こ
の
資
料
も
、
皇
太
后
を
合

す
る
と
き
に
、
先
帝
の
陵
（
靈
帝
の

陵
）

を
開
い
た
こ
と
は
記
さ
れ
る
が
、
禮
儀
志
と
同
様
、
先
帝
の
墓
室
に
皇
后
を
埋

葬
し
た
の
か
否
か
は
記
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

陵
に
何
皇
后
を
同
穴
合

し
た
際
に
、

陵
を
略
奪
し
た
の
か
、
異
穴
合

し
た
際
に
、
報
告
の
た
め
に

開
け
た

陵
を
略
奪
し
た
の
か
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』
本
紀
卷
十
下 

何
皇
后
紀
に
よ
れ
ば
、
何
皇
后
は

昭
陵
に
合

さ
れ
て
お
り
、
靈
帝
の
埋
葬
さ
れ
て
い
る

陵
と
は
名
称
が
異
な
る
。
し
か
も
、

獻
帝
の
生
母
で
あ
る
王
皇
后
が
、
の
ち
に

昭
陵
に
改
葬
さ
れ
て
お
り
、
靈
帝

と
何
皇
后
が
同
穴
合

さ
れ
て
い
れ
ば
、
何
皇
后
を
退
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
何
皇
后
を
他
に
葬
り
直
し
た
記
録
は
な
い
）
21
（

。
し
か
も
、
王
皇
后
の

昭

陵
に
関
し
て
は
、
靈
帝
の

陵
の
園
北
に
造
営
し
た
こ
と
が
、『
太
平
御
覽
』

に
引
か
れ
る
『
續
漢
書
』
の
佚
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

續
漢
書
に
曰
く
、「
孝
靈
靈
懷
王
皇
后
は
、
孝
獻
帝
の
母
、
王
章
の
女
な
り
。

…
…
陵
は

昭
陵
と
曰
ひ
、
墳
を
起
こ
し
陵
園
の
北
に
立
つ
」
と
）
22
（

。

　

王
皇
后
の

昭
陵
は
、
靈
帝
の

陵
の
陵
園
の
北
方
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、

靈
帝
と
王
皇
后
は
異
穴
合

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
途
中
で
放
棄
さ
れ
た
西

高
穴
一
号
墓
も
二
号
墓
の
北
方
に
造
成
さ
れ
て
い
た
。
皇
后
を
北
に
す
る
こ
と

が
通
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
桓
帝
の
梁
皇
后
は
、
桓
帝
よ
り
も
先
に
崩
御
し
、
懿
陵
に
葬
ら
れ
て

い
た
が
、
桓
帝
は
、
梁
冀
を
誅
殺
す
る
と
、
懿
陵
を
廃
止
し
て
、
貴
人
の
塚
と

し
た
（『
後
漢
書
』
本
紀
卷
十
下 

梁
皇
后
紀
）。
梁
皇
后
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た

懿
陵
内
の
墳
墓
が
、
桓
帝
自
ら
も
葬
ら
れ
る
予
定
の
同
穴
墓
で
あ
れ
ば
、
大
規

模
な
修
復
工
事
を
必
要
と
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
漢
で
は
漢
律
の
墳
丘
條

に
よ
り
身
分
の
差
に
応
じ
て
墳
丘
の
高
さ
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
に
は
、
修
復
工
事
の
記
事
は
な
く
、
桓
帝
が
す
で
に
宣
陵
に
埋
葬

さ
れ
て
い
た
靈
帝
期
に
も
、
梁
皇
后
は
懿
陵
の
中
に
葬
ら
れ
て
続
け
て
い
る
と

認
識
さ
れ
て
い
る
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
六 

陳
球
傳
）。
し
た
が
っ
て
、
桓

帝
は
、
懿
陵
の
梁
皇
后
を
埋
葬
し
て
い
た
穴
に
入
る
予
定
は
当
初
か
ら
な
く
、



鄭
玄
の
經
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と
西
高
穴
一
号
墓

六
一

梁
皇
后
の
墳
墓
は
、
皇
帝
と
は
異
な
る
大
き
さ
の
墳
丘
を
持
つ
も
の
で
、
記
録

に
残
ら
な
い
程
度
の
小
規
模
な
修
復
に
よ
り
、
貴
人
の
塚
に
改
変
で
き
た
と
考

え
ら
れ
る
）
23
（

。

　

後
漢
末
の
桓
帝
・
靈
帝
の
事
例
よ
り
考
え
る
と
、
後
漢
の
皇
帝
陵
と
皇
后
陵

と
は
、
異
穴
合

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
次
の
資
料
に
よ
っ
て
傍

証
さ
れ
る
。

（
樊
宏
）
二
十
七
年
、
卒
す
。
遺

し
て
薄

し
、
一
と
し
て
用
ふ
る
所

無
か
ら
し
む
。
以い爲
へ
ら
く
、「
棺
柩
一
た
び
臧を
さ
むれ
ば
、
宜
し
く
復
た
見

る
べ
か
ら
ず
。
如
し
腐
敗
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
孝
子
の
心
を
傷
ま
し
め
ん
」

と
。
夫
人
と
墳
を
同
じ
く
し
て
臧
を
異
に
せ
し
む
。
帝 

其
の
令
を
善
と
し
、

書
を
以
て
百
官
に
示
し
、
因
り
て
曰
く
、「
今 
壽
張
侯
の
意
に
順
は
ざ
れ

ば
、
以
て
其
の
德
を
彰
す
こ
と
無
し
。
且
に
吾
が
萬
歲
の
後
、
以
て
式
と

爲
さ
ん
と
欲
す
」
と
。
錢
千
萬
、
布
萬
匹
を
賻お
く

り
、
謚
し
て
恭
侯
と
爲
し
、

贈
る
に
印

を
以
て
し
、
車
駕 

親
ら
送

す
）
24
（

。

　

光
武
帝
の
舅
で
あ
る
樊
宏
は
、
卒
す
る
際
に
「
夫
人
と
墳
を
同
じ
く
し
て
臧

を

に
」
す
る
合

を
遺
言
し
た
。
あ
る
い
は
、
王
莽
が
暴
い
た
傅
皇
太
后
の

腐
臭
を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
聞
い
た
光
武
帝
は
、「
同
墳

異
臧
（
同
墳
異
穴
）」
を
「
式
」
と
し
た
と
い
う
。

　

光
武
帝
の
原
陵
を
造
成
し
た
明
帝
は
、
孝
の
た
め
に
儒
敎
の
古
礼
と
は
異
な

り
、
陵
の
上
で
祭
祀
を
行
う
上
陵
の
礼
を
創
設
し
て
い
る
）
25
（

。
光
武
帝
の
命
に
従

い
、「
同
墳
異
穴
」
の
合

と
し
た
可
能
性
は
高
い
。
と
な
れ
ば
、
後
漢
の
皇

帝
陵
の
格
式
を
持
つ
曹
操
高
陵
は
、
終
令
に
よ
り
墳
丘
を
伴
わ
な
い
と
し
て
も
）
26
（

、

当
初
は
西
高
穴
二
号
墓
・
一
号
墓
の
よ
う
に
、
異
穴
の
合

で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
で
は
、
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一

号
墓
が
放
棄
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
後
漢
に
お
け
る

經
學
の
展
開
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
經
學
に
お
け
る
合

の
解
釈

　

後
漢
「
儒
敎
國
家
」
の
經
義
を
定
め
、「
古
典
中
国
」
を
確
立
し
た
章
帝
期

の
白
虎
觀
會
議
）
27
（

の
内
容
を
ま
と
め
た
班
固
の
『
白
虎
通
』
崩

篇
は
、
合

に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

合

な
る
者
は
何
ぞ
。
夫
婦
の
道
を
固
む
る
所
以
な
り
。
故
に
詩
に
曰
く
、

「
い

き
て
は
則
ち
室
を

に
す
る
も
、
死
し
て
は
則
ち
穴
を
同と
も

に
せ
ん
」
と
。

又 

禮
の
檀
弓
に
曰
く
、「
合

は
、
古
に
非
ざ
る
な
り
。
周
公
よ
り
已
來
、

未
だ
之
を
改
め
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
）
28
（

。

　
『
白
虎
通
』
は
、
合

を
「
夫
婦
の
道
」
を
固
め
る
も
の
と
位
置
づ
け
、『
詩

經
』
王
風 

大
車
と
『
禮
記
』
檀
弓
上
の
文
章
を
引
用
す
る
。
そ
の
際
に
、
合

の
具
体
的
な
方
法
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
白
虎
通
』
が
、『
詩
經
』
と
『
禮

記
』
を
引
用
し
た
の
は
、
合

に
関
す
る
哀
帝
の
詔
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
で

あ
る
。（

建
平
二
年
）
六
月
庚
申
、
帝
太
后
の
丁
氏 

崩
ず
。
上
曰
く
、「
朕 

聞

く
な
ら
く
、
夫
婦
は
一
體
な
り
と
。
詩
に
云
ふ
、『

き
て
は
則
ち
室
を

に
す
る
も
、
死
し
て
は
則
ち
穴
を
同
に
せ
ん
』
と
。
昔 

季
武
子 

寢
を



六
二

成
す
。
杜
氏
の
殯
、
西
階
の
下
に
在
り
。
合

を
請
ひ
て
之
を
許
さ
る
と
。

附

の
禮
は
、
周
よ
り
興
る
。
郁
郁
乎
と
し
て

な
る
か
な
、
吾 

周
に

從
は
ん
と
。
孝
子
は
亡
に
事
ふ
る
こ
と
存
す
に
事
ふ
る
が
如
く
す
。
帝
太

后
は
宜
し
く
陵
を
恭
皇
の
園
に
起
す
べ
し
」
と
。
遂
に
定
陶
に

る
。
陳

留
・
濟
陰
の
近
き
郡
國
よ
り
五
萬
人
を
發
し
て
穿
ち
て
土
を
復
さ
し
む
）
29
（

。

　

哀
帝
は
、
定
陶
恭
王
劉
康
と
帝
太
后
丁
氏
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
傍
系
よ
り

成
帝
を
嗣
い
だ
。
帝
太
后
丁
氏
が
崩
御
す
る
と
、
哀
帝
は
父
の
劉
康
と
丁
后
を

合

す
る
た
め
詔
を
発
し
た
が
、
そ
こ
に
は
『
詩
經
』
王
風 

大
車
と
『
禮
記
』

檀
弓
上
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
白
虎
通
』
と
は
引
用
箇
所
が
異
な
る
か
に
も

見
え
る
『
禮
記
』
檀
弓
上
で
あ
る
が
、「
合

を
請
ひ
て
之
を
許
さ
る
」
の
続

き
の
部
分
に
、「
武
子
曰
く
」
と
し
て
「
合

は
、
古
に
非
ざ
る
な
り
。
周
公

よ
り
已
來
、
未
だ
之
を
改
め
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
語
ら
れ
る
。『
白
虎

通
』
と
同
じ
箇
所
の
引
用
と
考
え
て
よ
い
。

　

合

の
際
に
、
墳
丘
が
「
穿
」
た
れ
て
「
土
を
復
」
し
て
い
る
よ
う
に
、
哀

帝
の
父
母
は
、
前
漢
の
皇
帝
・
皇
后
陵
の
よ
う
に
は
墳
丘
を
異
に
せ
ず
、
同
墳

異
穴
墓
に
合

さ
れ
て
い
る
。
前
漢
の
王
墓
に
相
応
し
い
格
式
で
あ
る
。『
白

虎
通
』
の
合

が
先
例
と
す
る
哀
帝
の
父
母
の
合

が
同
墳
異
穴
で
あ
る
こ
と

は
、
哀
帝
の
詔
を
典
拠
と
す
る
『
白
虎
通
』
の
合

が
、
同
墳
異
穴
を
前
提
に

定
義
さ
れ
た
と
考
え
得
る
証
拠
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
哀
帝
の
詔
も
、
そ
れ
に
基
づ
く
『
白
虎
通
』
も
、『
詩
經
』
王
風 

大

車
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
劉
向
の
『
列
女
傳
』
貞
順 

息
君
夫
人
傳
に

基
づ
く
。
楚
王
が
自
殺
し
た
息
君
夫
妻
を
哀
れ
ん
で
行
っ
た
合

は
、
春
秋
時

代
で
あ
る
た
め
異
穴
合

と
な
る
。『
列
女
傳
』
を
編
纂
し
た
劉
向
の
生
き
た

前
漢
も
ま
た
、
異
穴
合

が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
異
穴
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
引
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
白
虎
通
』
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
經
典
の
合

は
、
み
な

異
穴
合

で
あ
り
、
後
漢
の
經
義
に
則
れ
ば
、
合

は
穴
を
異
に
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ
る
な
ら
ば
、
卞
后
の
合

の
た
め

に
一
号
墓
を
造
成
す
る
こ
と
は
、
經
義
に
合
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
号
墓
が

放
棄
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
卞
太
皇
太
后
が
崩
御
し
た
明
帝

期
に
、
鄭
玄
の
經
學
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

　

後
漢
末
を
生
き
た
鄭
玄
の
經
學
は
、「
三
禮
體
系
」
に
よ
り
諸
經
を
体
系
化

す
る
も
の
で
）
30
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、
緯
書
に
基
づ
く
宗
教
的
な
經
典
解
釈
を
特
徴
と
す
る
）
31
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。『
白
虎

通
』
の
合

の
典
拠
で
あ
っ
た
『
詩
經
』
王
風 

大
車
の
「
穀
き
て
は
則
ち
室

を

に
す
る
も
、
死
し
て
は
則
ち
穴
を
同
に
せ
ん
」
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
毛
傳

を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
注
を
つ
け
て
い
る
。

﹇
毛
傳
﹈
生
き
て
は
室
に
在
る
も
、
則
ち
外
內
を

に
し
、
死
す
れ
ば
則

ち
神 

合
し
、
同
に
一
と
爲
る
な
り
。﹇
鄭
箋
﹈
穴
と
は
、
塚
壙
の
中
を
謂

ふ
な
り
。
此
の
章
、
古
の
大
夫 

聽
訟
の
政
を
言
ふ
な
り
。
…
…
）
32
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毛
傳
で
は
、
合
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
神
」
で
あ
り
、
合

の
具
体

像
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
箋
は
、
穴
と
は
、
塚
壙
（
墓
）

の
中
の
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
表
現
だ
け
で
は
、
鄭
玄
の
合

が
、
同

墳
同
穴
か
同
墳
異
穴
か
を
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
は
、『
禮
記
』
の
鄭
玄
注
で
あ
る
。
鄭
玄
の
經
典
解
釈
は
、「
三
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禮
體
系
」
を
持
つ
た
め
、
經
禮
で
あ
る
『
周
禮
』
を
頂
点
と
す
る
三
禮
の
解
釈

に
、
他
の
經
典
解
釈
は
従
属
す
る
）
33
（

。『
禮
記
』
檀
弓
下
の
注
で
鄭
玄
は
、
次
の

よ
う
に
合

を
二
種
に
分
け
、
そ
の
優
劣
を
定
め
て
い
る
。

孔
子
曰
く
、「
衞
人
の

す
る
や
之
を
離
す
。﹇

と
は
、
合

を
謂
ふ
な

り
。
之
を
離
し
て
、
以
て
其
の
椁
中
に
間へ
だ

つ
有
り
。﹈
魯
人
の

す
る
や

之
を
合
す
。
善
き
か
な
。﹇
善
き
か
な
と
は
、
魯
人
を
善よ
み

す
る
な
り
。

葬
は
當
に
合
は
す
べ
き
な
り
。﹈」
と
）
34
（

。

　

鄭
玄
は
、

葬
（
合

）
は
、
衛
の
よ
う
な
「
同
墳
異
穴
」
で
は
な
く
、
魯

の
よ
う
な
「
同
墳
同
穴
」
を
よ
し
と
す
べ
し
、
と
孔
子
が
述
べ
た
と
主
張
す
る
。

す
な
わ
ち
、
鄭
玄
の
經
學
で
は
、
合

は
同
墳
同
穴
と
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
後
漢
「
儒
敎
國
家
」
に
お
け
る
「
合

」
は
、「
同
墳
異
穴
」

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
鄭
玄
は
「
同
墳
同
穴
」
に
改
め
て
い
る
。
曹
魏
の
明
帝

は
、
こ
う
し
た
「
合

」
規
定
を
持
つ
鄭
玄
の
經
學
を
曹
魏
の
正
統
な
学
問
と

定
め
て
い
く
。

四
、
明
帝
に
よ
る
鄭
玄
説
の
採
用

　

曹
操
の
孫
に
あ
た
る
明
帝
曹
叡
が
、
鄭
玄
説
を
採
用
し
た
背
景
に
は
、
司
馬

懿
の
台
頭
と
高
堂
隆
の
危
機
感
が
あ
る
）
35
（

。
明
帝
は
、
靑
龍
五
（
二
三
七
）
年
一

月
、
黄
龍
の
出
現
が
報
告
さ
れ
る
と
、
曹
魏
を
地
統
、
建
丑
の
月
を
正
月
と
す

る
正
朔
の
改
制
を
行
い
（『
三
國
志
』
卷
三 

明
帝
紀
）、
景
初
と
改
元
し
て
三

月
よ
り
楊
偉
の
景
初
曆
を
施
行
す
る
（『
晉
書
』
卷
十
七 

律
曆
志
中
）。
六
月

に
は
七
廟
制
に
基
づ
き
三
祖
を
定
め
、
洛
陽
の
南
の
委
粟
山
に
圜
丘
を
造
営
し
、

十
二
月
の
冬
至
に
始
め
て
圜
丘
で
昊
天
上
帝
を
祭
祀
す
る
の
で
あ
る
（『
三
國

志
』
卷
三 

明
帝
紀
）。
し
た
が
っ
て
、
感
生
帝
説
・
六
天
説
を
特
徴
と
す
る
鄭

玄
説
に
基
づ
く
祭
天
儀
礼
が
完
成
し
た
の
は
）
36
（

、
景
初
元
（
二
三
七
）
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
高
穴
二
号
墓
の
墓
道
は
、
二
度
造
ら
れ
て
い
る
。

曹
操
が

去
し
た
の
は
、
建
安
二
十
五
（
二
二
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
り
）
37
（

、
高
陵

で
は
後
漢
の
葬
礼
を
継
承
し
て
上
陵
の
礼
を
行
う
た
め
、
陵
屋
が
建
て
ら
れ
て

い
た
。
曹
操
の
子
で
あ
る

帝
曹
丕
が
、
關
羽
に
降
伏
し
た
于
禁
を
辱
め
た
の

は
、
曹
操
高
陵
の
陵
屋
に
描
か
せ
た
絵
に
よ
る
。

遣
は
し
て
吳
に
使
ひ
せ
し
め
ん
と
欲
し
、
先
づ
北
の
か
た

に
詣
り
高
陵

に
謁
せ
し
む
。（

）
帝 

豫
め
陵
屋
に
、
關
羽 

戰
ひ
克
ち
、
龐
悳
は
憤

怒
し
、（
于
）
禁
は
降
服
せ
し
の
狀
を
畫
か
し
む
）
38
（

。

　

西
高
穴
一
号
墓
・
二
号
墓
の
北
側
に
発
見
さ
れ
た
建
築
遺
跡
は
、
陵
屋
の
跡

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

帝
曹
丕
は
や
が
て
、
曹
操
の
薄

令
を
理
由
に
、

高
陵
の
上
殿
を
毀
廃
す
る
。

古
は
墓
祭
の
禮
無
し
。
漢 

秦
を
承
け
、
皆 

園
寢
有
り
。
正
月
上
丁
、
南

郊
に
祠
る
。
禮
畢
は
る
や
、
北
郊
・
明
堂
・
高
廟
・
世
祖
廟
に
次
づ
、
之

を
五
供
と
謂
ふ
。
魏
武 

高
陵
に

む
ら
る
。
有
司 

漢
に
依
り
陵
上
に
祭

殿
を
立
つ
。

帝
の
黃
初
三
年
に
至
り
、
乃
ち
詔
し
て
曰
く
、「
先
帝 

躬

ら
節
儉
を
履
み
、
省
約
を
遺
詔
す
。
子
は
父
に
述し
た
がふ
を
以
て
孝
と
爲
し
、

臣
は
事
を
繫つ

ぐ
を
以
て
忠
と
爲
す
。
古
は
墓
祭
せ
ず
、
皆 

廟
に
設
く
。



六
四

高
陵
の
上
殿
は
皆 

毀
壞
し
、
車
馬
は
廐
に
還
し
、
衣
服
は
府
に
藏
し
て
、

以
て
先
帝
が
儉
德
の
志
に
從
は
ん
」
と
。

帝 

自
ら
終
制
を
作
り
、
又

曰
く
、「
壽
陵
に
寢
殿
を
立
て
、
園
邑
を
造
る
こ
と
無
か
れ
」
と
。
自
後
、

園
邑
・
寢
殿 

遂
に
絕
ゆ
）
39
（

。

　

西
高
穴
二
号
墓
の
二
つ
の
柱
洞
の
う
ち
、
新
し
い
長
方
形
の
柱
洞
に
は
、
長

期
間
柱
が
建
っ
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
後
漢
以
来
の
上
陵
の
礼
が
廃

棄
さ
れ
た
曹
操
高
陵
の
遺
跡
と
し
て
相
応
し
い
。

　

上
陵
の
礼
に
用
い
て
き
た
器
物
は
、

城
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
兄
の

陸
機
が
著
そ
う
と
し
た
『
吳
書
』
の
た
め
に
、
実
地
調
査
を
報
告
し
て
い
た
陸

雲
の
書
簡
に
は
、
曹
操
の
器
物
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
日 

案
行
し
、
曹
公
の
器
物
を

せ
視
る
。
牀
・
薦
席
は
具
は
り
、
寒

夏
の
被
は
七
枚
な
り
。
介
幘
は
吳
幘
の
如
く
、
平
天
冠
・
遠
遊
冠 

具
に

在
り
。
…
…
器
物
は
皆 

素
な
り
。
今 

宮
に
送
ら
る
。
大
尺
の
間
、
數

〻
前
に
已
に
其
の

帳
、
及
び
墓
田
を
望
む
處
を
白
す
。
…
…
）
40
（

　

こ
の
ほ
か
、「
與
平
原
書 

其
二
」
に
は
、
曹
操
の
石
墨
、「
其
三
十
」
に
は
、

曹
操
の
器
物
の
報
告
が
あ
る
。
西
高
穴
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
器
物
に
書
か
れ

た
文
字
は
、
大
別
し
て
三
種
の
書
体
が
見
ら
れ
）
41
（

、
複
数
の
人
間
が
文
字
を
書
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
陸
雲
の
見
た
器
物
は
、
二
度
目
の
埋
葬
時
に
納
め
ら

れ
た
可
能
性
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

二
度
目
の
埋
葬
の
契
機
と
な
っ
た
卞
太
皇
太
后
の
崩
御
は
、
太
和
四
（
二
三

〇
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
太
和
四
年
）
六
月
戊
子
、
太
皇
太
后 

崩
ず
。
…
…
秋
七
月
、
武
宣
卞

后
を
高
陵
に

す
。
大
司
馬
の
曹
眞
・
大
將
軍
の
司
馬
宣
王
に
詔
し
て

蜀
を
伐
た
し
む
）
42
（

。

　

卞
太
皇
太
后
を
「
高
陵
に

葬
（
合

）」
し
た
秋
七
月
、
曹
眞
と
司
馬
懿

が
蜀
漢
を
征
討
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
曹
魏
の
国
力
は
充
実
し
て
お
り
、

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
一
号
墓
の
工
事
を
途
中
で
止
め
る
必
要
は
な
い
。
止
め

る
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
漢
の
禮
制
に
基
づ
き
異
穴
と
し
て
い
た
高
陵
を

鄭
玄
の
經
學
に
従
っ
て
同
穴
に
改
め
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
鄭
玄
説
に
基
づ
く
祭
天
儀
礼
が
完
成
し
た
の
は
、
景
初
元
（
二
三
七
）

年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
明
帝
が
鄭
玄
説
に
従
う
可
能
性
は

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
周
禮
』
の
鄭
玄
注
に
は
、
漢
律
の
墳
丘
條
が
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

凡
そ
功
有
る
者
は
前
に
居
り
﹇
王
墓
の
前
に
居
り
、
昭
穆
の
中
央
に
處
す
﹈、

爵
等
を
以
て
丘
封
の
度
と
其
の
樹
數
と
を
爲
す
。﹇
尊
卑
を
別
つ
な
り
。

王
公
を
丘
と
曰
ひ
、
諸
臣
を
封
と
曰
ふ
。
漢
律
に
曰
く
、「
列
侯
の
墳
は

高
さ
四
丈
。
關
内
侯
よ
り
以
下
、
庶
人
に
至
る
ま
で
各
〻
差
有
り
」
と
。
）
43
（

﹈。

　

鄭
玄
が
、『
周
禮
』
の
解
釈
に
漢
律
を
引
用
す
る
の
は
、
鄭
玄
が
漢
律
に
注

を
つ
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。『
晉
書
』
刑
法
志
は
、
そ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

漢 

秦
の
制
を
承
け
、
蕭
何 

律
を
定
め
、
參
夷
・
連
坐
の
罪
を
除
き
、
部

主
・
見
知
の
條
を
增
し
、
事
律
の
興
・
廐
・
戶
の
三
篇
を
益
し
、
合
は
せ

て
九
篇
と
爲
す
。
叔
孫
通 

律
の
及
ざ
る
所
の
傍
章
十
八
篇
を
益
し
、
張

湯
の
越
宮
律
二
十
七
篇
、
趙
禹
の
朝
律
六
篇
と
、
合
は
せ
て
六
十
篇
な
り
。



鄭
玄
の
經
學
と
西
高
穴
一
号
墓

六
五

…
…
此
の
比た
ぐ
ひの
若
く
、
錯
糅
す
る
こ
と
常
無
し
。
後
人 

意
を
生お

こ
し
、

各
〻
章
句
を
爲
る
。
叔
孫
宣
・
郭
令
卿
・
馬
融
・
鄭
玄
の
諸
儒
の
章
句
十

有
餘
家
あ
り
、
家
ご
と
に
數
十
萬
言
な
り
）
44
（

。

　

鄭
玄
は
自
ら
の
經
學
に
基
づ
き
、
漢
律
を
解
釈
し
て
い
た
。
後
漢
「
儒
敎
國

家
」
に
お
い
て
は
、
律
の
法
源
に
は
儒
敎
の
禮
學
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
鄭
玄
以
外
の
儒
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
律
に
注
を
つ
け
た
の
で
、

そ
の
解
釈
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
曹
魏
は
、
建
国
の
当
初
、
漢
律
を

継
承
し
た
が
、
そ
の
解
釈
の
多
様
性
に
苦
し
み
、
明
帝
の
時
に
曹
魏
独
自
の
律

と
し
て
新
律
十
八
篇
を
制
定
す
る
）
45
（

。
そ
れ
以
前
に
明
帝
は
、
漢
律
の
解
釈
を
統

一
す
る
た
め
、
鄭
玄
の
解
釈
の
み
を
用
い
る
こ
と
を
詔
で
命
じ
て
い
る
。

凡
そ
罪
を
斷
ず
る
に
當
に
由
り
て
用
ゐ
る
べ
き
所
の
者
は
、
合
は
せ
て
二

萬
六
千
二
百
七
十
二
條
、
七
百
七
十
三
萬
二
千
二
百
餘
言
な
り
。
言

數 

益
〻
繁
く
、
覽
者 

益
〻
難
し
。
天
子 

是
に
於
て
詔
を
下
し
、
但
だ

鄭
氏
の
章
句
の
み
を
用
ゐ
、
餘
家
を
雜
用
す
る
を
得
ず
と
）
46
（

。

　

漢
律
は
、
墳
丘
條
を
含
む
よ
う
に
、
埋
葬
方
法
も
規
定
す
る
。
鄭
玄
の
解
釈

す
る
律
で
は
、
合

の
方
法
は
、
鄭
玄
の
經
典
解
釈
に
基
づ
く
同
穴
合

と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
詔
が
卞
太
皇
太
后
が
崩
御
す
る
景
初
三
（
二
三
七
）

年
以
前
に
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、
卞
太
皇
太
后
は
同
穴
合

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

む
ろ
ん
、
新
律
十
八
篇
が
制
定
さ
れ
た
後
で
も
、
新
律
十
八
篇
は
、
鄭
玄
の
解

釈
す
る
漢
律
を
も
と
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
合

の
解
釈
は
継
承
さ

れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

し
か
し
、
鄭
玄
の
解
釈
に
従
う
こ
と
を
定
め
た
詔
だ
け
で
は
な
く
、
新
律
十

八
篇
も
そ
の
成
立
年
代
を
『
三
國
志
』・『
晉
書
』
が
記
す
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、

『
晉
書
』
刑
法
志
の
伝
え
る
新
律
十
八
篇
の
成
立
過
程
よ
り
、
そ
の
成
立
年
代

を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
先
に
掲
げ
た
鄭
玄
の
解
釈
だ
け
を
用
い
る
詔
を

掲
げ
た
後
、『
晉
書
』
刑
法
志
は
、
太
傅
の
鍾
繇
（
〜
二
三
〇
年
）
が
肉
刑
を

復
活
す
る
こ
と
を
求
め
、
司
徒
の
王
朗
（
〜
二
二
八
年
）
に
反
対
さ
れ
て
沙
汰

止
み
に
し
た
案
件
を
記
す
。
そ
の
の
ち
、
新
律
十
八
篇
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を

次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

其
の
後
、
天
子
〔
明
帝
〕
又 

詔
を
下
し
刑
制
を
改
定
せ
ん
と
し
、
司
空

の
陳
羣
、
散
騎
常
侍
の
劉
邵
、
給
事
黃
門
侍
郎
の
韓
遜
、
議
郞
の
庾
嶷
、

中
郞
の
黃
休
・
荀

ら
に
命
じ
、
舊
科
を
刪
約
し
、
漢
律
を
傍
采
し
、
定

め
て
魏
の
法
と
爲
す
。
新
律
十
八
篇
・
州
郡
令
四
十
五
篇
・
尙
書
官
令
・

軍
中
令
、
合
は
せ
て
百
八
十
餘
篇
を
制
す
）
47
（

。

　

鍾
繇
と
王
朗
の
肉
刑
の
議
論
は
、
王
朗
の
死
去
年
よ
り
、
二
二
八
年
以
前
と

定
ま
る
。
そ
れ
以
前
に
記
さ
れ
て
い
る
鄭
玄
の
解
釈
の
み
に
従
う
詔
は
、
そ
れ

よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
）
48
（

、
少
な
く
と
も
太
和

四
（
二
三
〇
）
年
の
卞
后
の
崩
御
ま
で
に
は
、
鄭
玄
の
律
の
解
釈
が
曹
魏
で
唯

一
の
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
禮
記
』
の
解
釈
に
基
づ
く
、

鄭
玄
の
合

の
理
解
は
、
明
帝
に
よ
る
卞
后
の
合

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。



六
六

お
わ
り
に

　

以
上
、
論
証
し
た
よ
う
に
、
西
高
穴
二
号
墓
の
北
側
に
造
成
さ
れ
、
使
う
こ

と
な
く
放
棄
さ
れ
た
一
号
墓
は
、
後
漢
の
禮
制
に
基
づ
い
て
卞
后
の
た
め
に
造

ら
れ
た
異
穴
合

の
た
め
の
墓
が
、
曹
魏
の
明
帝
に
よ
る
鄭
玄
説
の
採
用
に

よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

西
高
穴
二
号
墓
を
曹
操
高
陵
と
確
定
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
周
辺
調
査

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
号
墓
の
放
棄
の
理
由
が
論
証
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
高
陵
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
く
進
展
し
た
と
言
え

よ
う
。注

（
１
）　

西
高
穴
二
号
墓
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
、
発
掘
簡
報
な
ど
に
記
さ
れ
た
墓
の
大
き
さ
や

出
土
文
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
（
編
著
）『
曹
操
墓
真
相
』

（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
や
発
掘
簡
報
な
ど
を
翻
訳
し
た
、
渡
邉
義
浩
（
監
訳
）・

谷
口
建
速
（
訳
）『
曹
操
墓
の
真
相
』（
科
学
出
版
社
東
京
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
２
）　

渡
邉
義
浩
「「
曹
操
墓
の
真
相
」
の
行
方
」（『
曹
操
墓
の
真
相
』
前
掲
）
を
参
照
。

（
３
）　

西
高
穴
二
号
墓
に
つ
い
て
の
新
知
見
は
、
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
（
編
）『
曹
操

高
陵
考
古
発
現
与
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
愛
媛
大
学
東
ア
ジ
ア
古
代

鉄
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
編
）『
曹
操
高
陵
の
発
見
と
そ
の
意
義
│
三
國
志 

魏
の
世
界
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）　

佐
々
木
正
治
「
曹
操
高
陵
発
掘
調
査
の
最
新
成
果
と
考
古
学
的
意
義
」（『
三
国
志
研

究
』
七
、
二
〇
一
二
年
）。

（
５
）　

黄
暁
芬
『
中
国
古
代
葬
制
の
伝
統
と
変
革
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。
黄
は
、

前
漢
期
に
は
、
宗
廟
を
墓
地
の
側
に
移
し
、
廟
と
墓
を
融
合
す
る
陵
寝
制
度
が
完
成
さ

れ
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
楊
寛
（
著
）
尾
形
勇
・
太
田
有
子
（
共
訳
）『
中

国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』（
学
生
社
、
一
九
八
一
年
、
増
補
版
は
楊
寛
『
中
国
古
代

陵
寝
制
度
史
研
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
は
、
陵
園
に
は
寝
殿
な
い
し

は
石
殿
、
お
よ
び
鍾

が
置
か
れ
て
お
り
、
上
陵
の
礼
と
飲
酎
の
礼
の
需
要
に
応
え
て

い
た
。
そ
う
し
た
朝
拝
の
儀
と
各
種
祭
祀
の
挙
行
を
主
な
使
命
と
す
る
陵
寝
制
度
は
、

後
漢
の
時
代
に
完
全
に
確
立
し
た
と
し
て
い
る
。

（
６
）　
（
崔
）

案
、
關
中
記
云
、
高
祖
陵
在
西
、
呂
后
陵
在
東
。
漢
帝
・
后
同
塋
則
爲
合

、
不
合
陵
也
。
諸
陵
皆
如
此
（『
史
記
』
卷
四
十
九 

外
戚
世
家 

集
解
）。

（
７
）　

満
城
漢
墓
に
つ
い
て
は
、
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
満
城
発
掘
隊
「
満
城
漢
墓
発
掘

紀
要
」（『
考
古
』
一
九
七
二
│
一
、
一
九
七
二
年
）。
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・

河
北
省
文
物
管
理
処
『
満
城
漢
墓
発
掘
報
告
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

（
８
）　

大
葆
台
漢
墓
に
つ
い
て
は
、
北
京
市
古
墓
発
掘
弁
公
室
「
大
葆
台
西
漢
木
槨
墓
発
掘

簡
報
」（『
文
物
』
一
九
七
七
│
六
、
一
九
七
七
年
）。
大
葆
台
漢
墓
発
掘
組
・
中
国
社

会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
北
京
大
葆
台
漢
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

（
９
）　

馬
王
堆
一
号
漢
墓
に
つ
い
て
は
、
湖
南
省
博
物
館
（
編
）『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』

（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
。

（
10
）　

黃
腸
題
湊
に
つ
い
て
は
、
北
京
市
大
葆
台
西
漢
博
物
館
（
編
）『
西
漢
「
黃
腸
題
湊
」

葬
制
的
考
古
発
掘
与
研
究
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
11
）　

黃
腸
石
に
つ
い
て
は
、
趙
振
華
『
洛
陽
東
漢
黄
腸
石
題
銘
研
究
』（
北
京
図
書
館
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
12
）　

後
漢
に
な
る
と
横
穴
の
磚
室
墓
で
の
同
穴
合

が
普
及
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蒲

慕
州
『
墓
葬
与
生
死
│
中
国
古
代
宗
教
之
省
思
』（
聨
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
三

年
）
を
参
照
。

（
13
）　

⑴
光
武
帝
と
陰
皇
后
は
原
陵
に
、
⑵
明
帝
と
馬
皇
后
は
顯
節
陵
に
、
⑶
章
帝
と
竇
皇

后
は
敬
陵
に
合

さ
れ
て
い
る
。
⑷
和
帝
は
愼
陵
に
葬
ら
れ
、
鄧
皇
后
が
順
陵
に
合

さ
れ
た
と
あ
る
が
、
李
賢
の
注
は
「
順
」
が
誤
り
、
劉

の
刊
誤
は
「
愼
」
が
誤
り
と



鄭
玄
の
經
學
と
西
高
穴
一
号
墓

六
七

す
る
。
⑹
安
帝
と
閻
皇
后
は
恭
陵
に
、
⑺
順
帝
と
梁
皇
后
は
憲
陵
に
、
⑿
獻
帝
と
曹
皇

后
は
禪
陵
に
合

さ
れ
て
い
る
。
⑽
桓
帝
と
⑾
靈
帝
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
残
る
た
め

本
文
で
扱
う
。
な
お
、
⑸
殤
帝
（
康
陵
）・
⑻
冲
帝
（
懷
陵
）・
⑼
質
帝
（
靜
陵
）
に
皇

后
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。

（
14
）　

洛
陽
の
後
漢
皇
帝
陵
に
つ
い
て
は
、
厳
輝
「
邙
山
東
漢
帝
陵
地
望
的
探
索
之
路
」

（『
中
国
文
物
報
』
二
〇
〇
六
年
一
一
月
三
日
）、
韓
国
河
「
東
漢
帝
陵
有
関
問
題
的
探

討
」（『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
七
│
五
、
二
〇
〇
七
年
）、
韓
国
河
「
東
漢
帝
陵
変
制

原
因
探
析
」、
盧
青
峰
「
東
漢
帝
陵
有
関
陪
葬
墓
問
題
的
思
考
」（
い
ず
れ
も
洛
陽
市
第

二
文
物
工
作
隊
（
編
）『
洛
陽
漢
魏
陵
墓
研
究
論
文
集
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）

を
参
照
。
ま
た
、
茶
谷
満
「
後
漢
洛
陽
城
の
可
視
領
域
と
皇
帝
陵
と
の
空
間
関
係
│
洛

陽
都
城
圏
の
様
相
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
年
報
人
類
学
研
究
』
三
、
二
〇
一
三
年
）

も
あ
る
。

（
15
）　

塩
沢
裕
仁
『
千
年
帝
都 

洛
陽
│
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
』（
雄
山
閣
、
二
〇

一
〇
年
）。
そ
の
理
由
は
、
中
国
人
研
究
者
の
間
で
は
、
後
漢
の
皇
后
は
皇
帝
と
の
同

穴
合

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
有
力
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
16
）　

太
田
侑
子
「
中
国
古
代
に
お
け
る
夫
婦
合

│
そ
の
発
生
と
展
開
お
よ
び
家
族
制
度

と
の
関
わ
り
」（『
中
国
の
歴
史
と
民
俗
』
第
一
書
房
、
一
九
九
一
年
）。
こ
の
ほ
か
、

太
田
侑
子
「
中
国
古
代
に
お
け
る
夫
婦
合

墓
」（『
史
学
』
四
九
│
四
、
一
九
八
〇
年
）

も
参
照
。

（
17
）　

劉
尊
志
『
漢
代
諸
侯
王
墓
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）。
こ
の

ほ
か
、
劉
振
東
「
東
漢
諸
侯
王
墓
考
古
発
現
与
研
究
」（
洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
（
編
）

『
洛
陽
漢
魏
陵
墓
研
究
論
文
集
』
前
掲
）、
張
志
淸
「
漢
代
陵
墓
考
古
と
曹
操
高
陵
」（『
曹

操
高
陵
の
発
見
と
そ
の
意
義
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
も
参
照
。

（
18
）　

合　

、
羨
道
開
通
、
皇
帝
謁
便
房
。
太
常
導
至
羨
道
、
去

、
中
常
侍
受
。
至
柩
前
、

謁
、
伏
哭
止
如
儀
。
辭
、
太
常
道
出
、
中
常
侍
授

、
升
車
輿
歸
宮
。
已
下
、
反
虞
立

主
如
禮
。
諸
郊
廟
祭
服
皆
下
便
房
。
五
時
朝
服
各
一
襲
在
陵
寢
、
其
餘
及
宴
服
皆
封
以

篋
笥
、
藏
宮
殿
後
閤
室
（『
後
漢
書
』
志
六 

禮
儀
志
下
）。

（
19
）　

韓
国
河
「
東
漢
帝
陵
有
関
問
題
的
探
討
」（
前
掲
）
は
、
こ
の
資
料
に
よ
り
後
漢
の

皇
帝
と
皇
后
は
「
同
穴
合

」
し
た
と
解
釈
す
る
が
、
武
断
に
過
ぎ
よ
う
。

（
20
）　

是
時
洛
中
貴
戚
、
室
第
相
望
、
金
帛
財
產
、
家
家
殷
積
。（

）
卓
縱
放
兵
士
、
突

其
廬
舍
、
淫
略
婦
女
、
剽
虜
資
物
、
謂
之
搜
牢
。
人
情
崩
恐
、
不
保
朝
夕
。
及
何
后　

、

開

陵
、
卓
悉
取
藏
中
珍
物
。
又
姦
亂
公
主
、
妻
略
宮
人
、
虐
刑
濫
罰
、
睚
眦
必
死
。

羣
僚
內
外
、
莫
能
自
固
（『
後
漢
書
』
列
傳
六
十
二 

卓
傳
）。

（
21
）　

王
莽
は
、
傅
皇
太
后
を
定
陶
共
王
母
に
貶
め
て
改
葬
し
た
が
、
そ
の
際
、
傅
皇
太
后

の
柩
か
ら
腐
臭
が
漂
い
、
数
里
に
及
ん
だ
と
い
う
（『
漢
書
』
卷
九
十
七
下 

外
戚

下 

定
陶
丁
姬
傳
）。
そ
う
し
た
改
葬
を
行
っ
た
記
録
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
22
）　

續
漢
書
曰
、
孝
靈
靈
懷
王
皇
后
、
孝
獻
帝
母
、
王
章
女
也
。
…
…
陵
曰

昭
陵
、
起

墳
立
陵
園
北
（『
太
平
御
覽
』
卷
一
百
三
十
七 

皇
親
部
三
）。

（
23
）　

楊
哲
峰
「
従
陵
到
冢
│
関
于
東
漢
〝
懿
陵
〞
的
思
考
」（『
中
国
文
物
報
』
二
〇
〇
八

年
二
月
一
日
、
洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
（
編
）『
洛
陽
漢
魏
陵
墓
研
究
論
文
集
』
前

掲
に
所
収
）
は
、
後
漢
の
皇
帝
陵
が
「
同
穴
合

」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
こ
の
問
題

を
論
じ
て
い
る
が
、
懿
陵
は
も
と
も
と
帝
陵
と
し
て
造
っ
た
が
、
追
廃
が
原
因
で
後
に

宣
陵
も
造
っ
た
と
述
べ
る
に
止
ま
り
、
論
理
的
に
説
明
で
き
て
は
い
な
い
。

（
24
）　
（
樊
宏
）
二
十
七
年
、
卒
。
遺

薄

、
一
無
所
用
。
以
爲
、
棺
柩
一
臧
、
不
宜
復
見
。

如
有
腐
敗
、
傷
孝
子
之
心
、
使
與
夫
人
同
墳　

臧
。
帝
善
其
令
、
以
書
示
百
官
、
因
曰
、

今
不
順
壽
張
侯
意
、
無
以
彰
其
德
。
且
吾
萬
歲
之
後
、
欲
以
爲
式
。
賻
錢
千
萬
、
布
萬

匹
、
謚
爲
恭
侯
、
贈
以
印

、
車
駕
親
送

（『
後
漢
書
』
列
傳
二
十
二 

樊
宏
傳
）。

（
25
）　

上
陵
の
礼
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
後
漢
に
お
け
る
礼
と
故
事
」（『
両
漢
に
お
け

る
易
と
三
禮
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
26
）　

曹
操
の
終
令
に
は
、『
三
國
志
』
卷
一 

武
帝
紀
に
、「（
建
安
二
十
三
〈
二
一
八
〉
年
）

六
月
、
令
し
て
曰
く
、『
古
の

む
る
者
は
、
必
ず
瘠
薄
の
地
に
居
る
。
其
れ
西
門

の
祠
の
西
原
上
を
規
り
壽
陵
を
爲
り
、
高
き
に
因
り
て
基
を
爲
し
、
封
ぜ
ず
樹
せ
ず
。

周
禮
に
、
冢
人 

公
墓
の
地
を
掌
り
、
凡
そ
諸
侯
は
左
右
の
以
前
に
居
り
、
卿
・
大
夫

は
後
に
居
る
と
。
漢
制
も
亦
た
之
を
陪
陵
と
謂
ふ
。
其
れ
公
卿
・
大
臣
・
列
將
の
功
有

る
者
は
、
宜
し
く
壽
陵
に
陪
せ
し
む
べ
し
。
其
れ
廣
く
兆
域
を
爲
り
、
相 

容
れ
る
に



六
八

足
ら
し
む
べ
し
』
と
」
と
（
六
月
、
令
曰
、
古
之

者
、
必
居
瘠
薄
之
地
。
其
規
西
門

祠
西
原
上
爲
壽
陵
、
因
高
爲
基
、
不
封
不
樹
。
周
禮
、
冢
人
掌
公
墓
之
地
、
凡
諸
侯

居
左
右
以
前
、
卿
・
大
夫
居
後
。
漢
制
亦
謂
之
陪
陵
。
其
公
卿
・
大
臣
・
列
將
有
功
者
、

宜
陪
壽
陵
。
其
廣
爲
兆
域
、
使
足
相
容
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
封
ぜ
ず
樹
せ
ず
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　

渡
邉
義
浩
「
後
漢
儒
敎
の
固
有
性
│
『
白
虎
通
』
を
中
心
と
し
て
」（『
両
漢
の
儒
敎

と
政
治
権
力
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』

前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
28
）　

合

者
何
。
所
以
固
夫
婦
之
道
也
。
故
詩
曰
、

則

室
、
死
則
同
穴
。
又
禮
檀
弓

曰
、
合

、
非
古
也
。
自
周
公
已
來
、
未
之
有
改
也
（『
白
虎
通
』
崩

）。

（
29
）　
（
建
平
二
年
）
六
月
庚
申
、
帝
太
后
丁
氏
崩
。
上
曰
、
朕
聞
、
夫
婦
一
體
。
詩
云
、

則

室
、
死
則
同
穴
。
昔
季
武
子
成
寢
。
杜
氏
之
殯
、
在
西
階
下
。
請
合

而
許
之
。

附

之
禮
、
自
周
興
焉
。
郁
郁
乎
文
哉
、
吾
從
周
。
孝
子
事
亡
如
事
存
。
帝
太
后
宜
起

陵
恭
皇
之
園
。
遂

定
陶
。
發
陳
留
・
濟
陰
近
郡
國
五
萬
人
穿
復
土
（『
漢
書
』
卷
十

一 

哀
帝
紀
）。

（
30
）　

加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史 

魏
晉
篇
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
四
年
）。
間
嶋
潤

一
『
鄭
玄
と
『
周
禮
』
│
│
周
の
太
平
国
家
の
構
想
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
31
）　

池
田
秀
三
「
緯
書
鄭
氏
学
研
究
序
説
」（『
哲
学
研
究
』
五
四
八
、
一
九
八
三
年
）。

堀
池
信
夫
「
鄭
玄
学
の
展
開
」（『
三
国
志
研
究
』
七
、
二
〇
一
二
年
）。

（
32
）　
﹇
毛
傳
﹈
穀
生
、
皦
白
也
。
生
在
於
室
、
則
外
內

、
死
則
神
合
、
同
爲
一
也
。﹇
鄭

箋
﹈
穴
、
謂
塚
壙
中
也
。
此
章
、
言
古
之
大
夫
聽
訟
之
政
。
…
…
（『
毛
詩
注
疏
』
卷
六
）。

（
33
）　

た
と
え
ば
、
鄭
玄
の
『
論
語
』
注
が
「
三
禮
體
系
」
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

渡
邉
義
浩
「
鄭
玄
『
論
語
注
』
の
特
徴
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
一
、
二
〇
一
四

年
）
を
参
照
。

（
34
）　

孔
子
曰
、
衞
人
之

也
離
之
。﹇

、
謂
合

也
。
離
之
、
有
以
間
其
椁
中
。﹈
魯
人

之

也
合
之
。
善
夫
。﹇
善
夫
、
善
魯
人
也
。

當
合
也
﹈（『
禮
記
』
檀
弓
下
）。
な

お
、
鄭
玄
の
注
は
﹇　

﹈
で
括
っ
て
表
記
し
た
。

（
35
）　

渡
邉
義
浩
「
王
肅
の
祭
天
思
想
」（『
中
国
文
化
│
研
究
と
教
育
』
六
六
、
二
〇
〇
八

年
、『
西
晉
「
儒
敎
國
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
36
）　

渡
邉
義
浩
「
鄭
箋
の
感
生
帝
説
と
六
天
説
」（『
両
漢
に
お
け
る
詩
と
三
伝
』
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
七
年
）、「
両
漢
に
お
け
る
天
の
祭
祀
と
六
天
説
」（『
両
漢
儒
敎
の
新
研
究
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
い
ず
れ
も
『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』（
前

掲
）
に
所
収
。

（
37
）　
『
三
國
志
』
卷
一 

武
帝
紀
に
、「（
建
安
二
十
五
〈
二
二
〇
〉
年
正
月
）
庚
子
、

王 

洛
陽
に
崩
ず
、
年 

六
十
六
。
遺
令
し
て
曰
く
、「
天
下 

尙
ほ
未
だ
安
定
せ
ざ
れ
ば
、

未
だ
古
に
遵し
た
がふ
を
得
ざ
る
な
り
。

 

を

は
ら
ば
、
皆 

服
を
除ぬ

げ
。
其
の
將
兵
の
屯
戍

す
る
者
は
、
皆 

屯
部
を
離
る
る
を
得
ず
。
有
司 

各
〻
乃な

ん
ぢの
職
に
率し

た
がへ
。
斂
す
る
に
は

時
服
を
以
て
し
、
金
玉
・
珍
寶
を
藏
す
る
こ
と
無
か
れ
」
と
。
諡
し
て
武
王
と
曰
ふ
。

二
月
丁
卯
、
高
陵
に

る
（
庚
子
、
王
崩
于
洛
陽
、
年
六
十
六
。
遺
令
曰
、
天
下
尙
未

安
定
、
未
得
遵
古
也
。

畢
、
皆
除
服
。
其
將
兵
屯
戍
者
、
皆
不
得
離
屯
部
。
有
司
各

率
乃
職
。
斂
以
時
服
、
無
藏
金
玉
・
珍
寶
。
諡
曰
武
王
。
二
月
丁
卯
、

高
陵
）」
と

あ
る
。

（
38
）　

欲
遣
使
吳
、
先
令
北
詣

謁
高
陵
。（

）
帝
使
豫
於
陵
屋
、
畫
關
羽
戦
克
、
龐
悳

憤
怒
、（
于
）
禁
降
服
之
狀
（『
三
國
志
』
卷
十
七 

于
禁
傳
）。

（
39
）　

古
無
墓
祭
之
禮
。
漢
承
秦
、
皆
有
園
寢
。
正
月
上
丁
、
祠
南
郊
。
禮

、
次
北
郊
・

明
堂
・
高
廟
・
世
祖
廟
、
謂
之
五
供
。
魏
武

高
陵
。
有
司
依
漢
立
陵
上
祭
殿
。
至

帝
黃
初
三
年
、
乃
詔
曰
、
先
帝
躬
履
節
儉
、
遺
詔
省
約
。
子
以
述
父
爲
孝
、
臣
以
繫
事

爲
忠
。
古
不
墓
祭
、
皆
設
於
廟
。
高
陵
上
殿
皆
毀
壞
、
車
馬
還
廐
、
衣
服
藏
府
、
以
從

先
帝
儉
德
之
志
。
文
帝
自
作
終
制
、
又
曰
、
壽
陵
無
立
寢
殿
、
造
園
邑
。
自
後
、
園
邑
・

寢
殿
遂
絕
（『
晉
書
』
卷
二
十 

礼
志
中
）。

（
40
）　

一
日
案
行
、

視
曹
公
器
物
。
牀
・
薦
席
具
、
寒
夏
被
七
枚
。
介
幘
如
呉
幘
、
平
天

冠
・
遠
遊
冠
具
在
。
…
…
器
物
皆
素
。
今
送

宮
。
大
尺
間
、
數
前
已
白
其

帳
、
及

望
墓
田
處
。
…
…
（『
陸
士
龍
集
』
卷
八 

書 

與
平
原
書 

其
一
）。
な
お
、
陸
機
の
曹

操
へ
の
弔
文
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
陸
機
の
君
主
観
と
「
弔
魏
武
帝
文
」」（『
漢

学
会
誌
』
四
九
、
二
〇
一
〇
年
、
渡
邉
義
浩
『
西
晉
「
儒
敎
國
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲

に
所
収
）
を
参
照
。



鄭
玄
の
經
學
と
西
高
穴
一
号
墓

六
九

（
41
）　

殷
憲
「
曹
操
墓
石
牌
的
書
法
及
其
他
」（『
書
法
叢
刊
』
二
〇
一
二
│
六
、
二
〇
一
二

年
）。

（
42
）　
（
太
和
四
年
）
六
月
戊
子
、
太
皇
太
后
崩
。
…
…
秋
七
月
、
武
宣
卞
后

於
高
陵
。

詔
大
司
馬
曹
眞
・
大
將
軍
司
馬
宣
王
伐
蜀
（『
三
國
志
』
卷
三 

明
帝
紀
）。

（
43
）　

凡
有
功
者
居
前
﹇
居
王
墓
之
前
、
處
昭
穆
之
中
央
﹈、
以
爵
等
爲
丘
封
之
度
與
其
樹
數
。

﹇
別
尊
卑
也
。
王
公
曰
丘
、
諸
臣
曰
封
。
漢
律
曰
、
列
侯
墳
高
四
丈
。
關
內
侯
以
下
、

至
庶
人
各
有
差
。﹈（『
周
禮
』
春
官 

冢
人
）。
な
お
、﹇　

﹈
で
表
記
し
た
鄭
玄
注
に
引

用
さ
れ
て
い
る
漢
律
の
墳
丘
条
が
、『
大
唐
改
元
禮
』
序
禮
下
雜
制
や
『
唐
律
疏
義
』

雜
律
舍
宅
車
服
器
物
の
疏
義
な
ど
の
起
源
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鶴
間
和
幸

「
漢
律
に
お
け
る
墳
丘
規
定
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
』
六
〇
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

（
44
）　

漢
承
秦
制
、
蕭
何
定
律
、
除
參
夷
・
連
坐
之
罪
、
增
部
主
・
見
知
之
條
、
益
事
律
興
・

廐
・
戶
三
篇
、
合
爲
九
篇
。
叔
孫
通
益
律
所
不
及
傍
章
十
八
篇
、
張
湯
越
宮
律
二
十
七

篇
、
趙
禹
朝
律
六
篇
、
合
六
十
篇
。
…
…
若
此
之
比
、
錯
糅
無
常
。
後
人
生
意
、
各
爲

章
句
。
叔
孫
宣
・
郭
令
卿
・
馬
融
・
鄭
玄
諸
儒
章
句
十
有
餘
家
、
家
數
十
萬
言
（『
晉
書
』

卷
三
十 

刑
法
志
）。

（
45
）　

新
律
十
八
篇
を
制
定
す
る
ま
で
の
曹
魏
の
法
刑
重
視
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩

「「
寛
」
治
か
ら
「
猛
」
政
へ
」（『
東
方
学
』
一
〇
二
、
二
〇
〇
一
年
、『
三
國
政
権
の

構
造
と
「
名
士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
46
）　

凡
斷
罪
所
當
由
用
者
、
合
二
萬
六
千
二
百
七
十
二
條
、
七
百
七
十
三
萬
二
千
二
百
餘

言
。
言
數
益
繁
、
覽
者
益
難
。
天
子
於
是
下
詔
、
但
用
鄭
氏
章
句
、
不
得
雜
用
餘
家
（『
晉

書
』
卷
三
十 

刑
法
志
）。

（
47
）　

其
後
、
天
子
〔
明
帝
〕
又
下
詔
改
定
刑
制
、
命
司
空
陳
羣
、
散
騎
常
侍
劉
邵
、
給
事

黃
門
侍
郎
韓
遜
、
議
郎
庾
嶷
、
中
郞
黃
休
・
荀

等
、
刪
約
舊
科
、
傍
采
漢
律
、
定
爲

魏
法
。
制
新
律
十
八
篇
・
州
郡
令
四
十
五
篇
・
尙
書
官
令
・
軍
中
令
、
合
百
八
十
餘
篇

（『
晉
書
』
卷
三
十 

刑
法
志
）。
な
お
、〔　

〕
は
渡
邉
の
補
で
あ
る
。

（
48
）　
『
資
治
通
鑑
』
卷
七
十
一
は
、
新
律
十
八
篇
の
成
立
を
明
帝
の
太
和
三
（
二
二
九
）

年
十
月
、
明
帝
が
「
平
望
觀
」
を
「
聽
訟
觀
」
と
改
称
し
た
記
事
の
後
に
繋
げ
て
い
る
。


